
増税・負担増に反対し、

くらし・福祉守るためがんばります

７月８日、菜の花会主催の村政報告会に、２３名の方が参加してくださいました。私は、「住民

税の大増税や官僚による税金の不正使用、消えた年金の問題など国民を苦しめる悪政、問題が横行

しているなか、国会での党議席を大き

く伸ばすことと、地方において住民生

活を守る党議員の役割がいっそう重要

になっている」ことを訴え、「村民の

声を大切に、村議会でも増税や負担増

なしに、くらし・福祉を守るため力を

つくす」ことを約束しました。

参加者のみなさんからは、村の財政

状況について、合併に対する考え方、

畑の土が流れてしまう問題、産廃の焼

却施設建設に関する問題、資源ごみの

分別が大変、指定化されるごみ袋が高

いなど、質問や意見がさまざま出されました。解決が求められていることについては力あわせてと

りくんでいきます。

中丸地区社協設立総会に参加

６月３０日、中丸コミセンにおいて中丸地区社協の設立総

会が開かれました。招待を受け参加しました。キャッチフレー

ズ募集で「ぬくもりの手と手をつなぐ中丸地区」を応募した

及川さんが、見事当選、表彰されました。

役員選考では、会長に井上さん、副会長に高橋さん、監事

に石田さん、大貫さんがそれぞれ選出されました。どうぞよ

ろしくお願い致します。

地域でのあたたかい見守り活動、助け合いなど今後いっそ

う重要になってきます。私の所属する在宅福祉支援サークル

の活動も忙しくなりそうです。多くの方のサークル入会を期待したいです。
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ありがとうございました、村政報告会に２３人が参加

８日、藤田弘様碁会所にて報告する私

「ぬくもりの手と手をつなぐ中丸地区」

6・30表彰をうける及川さん



押延在宅福祉支援サークル会員研修 〝山水苑〟を視察

今年度の会員研修は、11日、日立市下深荻に、今年3月に開所した特別養護老人ホーム「山水苑」

の視察でした。下深荻の大自然の中で民家ととなりあわせてたたずみ、施設内には地元の画家さんの

絵がふんだんに飾られていました。 行われている事業は、特養が全室個室で50床、デイサービス15

人、ショートステイサービス10床、居宅介護支援です。

デイサービスルームにあった皿などオーブンで焼く陶芸作品が、私たち押延でも取り組めるのでは

ないかなと新鮮さを覚え、しばし足が止まりました。また、入浴サービスが、一人づつ入浴で介助員

も一人ということですが、他施設の多くが複数入浴、複数介助となっているなか、ここでの新しいサー

ビス形態かなと感じました。

【ここからは住民の会準備会ニュースより転載】

産廃焼却施設建設に反対する住民の会結成のご案内

日 時 ８月４日（土） 午後６時３０分～８時３０分予定
場 所 中丸コミセン 多目的ホール
内 容 第一部 弁護士による講演

＊焼却炉の問題点とたたかいの方向について
第二部 住民組織結成総会

6月29日に地元有志13名が、産廃問題に詳しい弁護士さん

と相談。そこで当面、①真崎浦用水路へ事業所からの排水を

認めないとりくみ ②8月4日に住民主催の学習会を行い、

「反対する会」結成の呼びかけをすることを確認しました。

県が許可を出しても、住民の反対運動で建設をストップさせ

た事例は多数あるとのことです。東海村の水と空気を守り、

おいしい米・ぶどう・干しいもなど守るために力あわせて建

設を阻止しましょう。ぜひ、ご参加ください。

〈バックナンバーは http://www.jcp-net.jp/ibahoku/toukai/oona/ でお読みいただけます〉

11日、山水苑デイサービス入り口にて

6・29弁護士と相談する地元住民


